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Abstract Daily activity patterns of Hebomoia glaucippe (Linnaeus) were investigated in the 
butterfly house. The flower visiting activities of male butterflies tended to concentrate in the 
morning. Likewise, the activities of females tended to concentrate before 10:30, but their 
activities continued to the evening. The chasing activity patterns and oviposition activity 
patterns showed a unimodal peak, but peak of chasing activities was earlier than oviposition 
activities. 
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は じ め に 


ツマ ベニ チョ ツ (Hebomoia glaucippe (Linnaeus)) は , イン ド か ら ス ンダ ラン ド を 経て モル ッ カ に 至る 
東洋 区 の 熱帯 , 亜熱帯 に 分 布 する 樹林 性 の チョ ウ で , シロ チョ ツウ 科 の 中 で は 最大 級 の チョ ウ で ある . 
この チョ ツウ は 日 本 で は 南 九 州 以 南 に 分 布 し て いる . その 生活 史 に つい て は よく < 研究 きれ て いる が X 
FA, 1977, 日 周 活動 な ど 成 虫 の 行動 に つい て は 十分 に 解明 され て いる わけ で は な い . 


チョ ウ の 日 周 活動 , 特に 環境 条件 と の 関係 に つい て は , これ まで に も 多く の 報告 が ある GS, 
1975, 1977g, 1977 の , Tsubuki and Takizawa, 1996, Suzuki et al. 1985). これ ら の 報告 は 野外 で チョ ウ の 行 
動 を 観察 し た も の で ある が , チョ ウ の 活動 は 照度 や 気温 な どの 環境 条件 以外 に も 体内 時 計 な どの 要因 
が 複雑 に 絡み 合っ て 決定 され て いる と 考え られ て いる . そこ で , 環境 条件 を 一 定 に し た 実験 室内 で モ 
ン シ ロ チョ ウ の 日 周 活動 を 調べ る 試み も 行わ れ て いる (柴田 らち 、 1997) YS, この よう な 実験 は まだ 僅 
か し か 行わ れ て いな い . と ころ で , 近年 各地 に 放 蝶 温室 を 備え た 昆虫 館 が 建設 され て いる . 野外 で の 
行動 と 温室 内 の 行動 と は 全く 同じ も の で は な い が , この よう な 施設 を チョ ウ の 行動 観察 の 場 と し て 利 
用 する こと も 可能 で ある . そこ で 筆者 ら は 足立 区 生物 園 の 放 蝶 温室 で ツマ ベニ チョ ウッ の 訪 花 活動 , 探 
索 活動 , 産卵 活動 と 環境 条件 と の 関係 を 調査 し た の で , その 結果 を 報告 する . 


材料 お よび 方 法 
ツマ ベニ チョ ツウ は 沖縄 県 石垣 島 で 採集 し た メス か ら 採 卵 し , 足立 区 生物 園 で 累代 飼育 し た も の で ある . 
観察 当日 の ツマ ベニ チョ ウ の 雌雄 別 推定 個体 数 と 羽化 後 の お よそ の 日 数 を Table 1 に 示す . 


観察 場所 と な っ た 足立 区 生物 園 の 温室 は 東西 約 16 m, 南北 約 30m, 高 さ 最大 15m の 空間 で ある . 温 
室内 に は ビ ロ ウ や へ ゴ な どの 熱帯 植物 が 植 栽 され , 南西 諸島 の 森林 の 環境 が 再現 きれ て いる . ここ で 
ツマ ベニ チョ ツウ の 訪 花 活動 , 探索 活動 , 産卵 活動 の 観察 を 行っ た . 

訪 花 活動 の 観察 は 温室 内 に 咲い て いる ベニ デマ リ (Ixora coccinea) DECRETA Y IRF aY 
の 飛来 回 数 を 雌雄 別に 数 えた . 探索 活動 は , 新鮮 な 雌 の 標本 を 高き さ 約 12m の 棒 の 先端 に 固定 し . そ 
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Table 1. Number of individuals and days after emergnece in observation day. 


Number of individuals Days after emergence 
Observation date — —————— ——————— — ———— 一 一 一 

male female male female 

Nov. 5 70 70 5-13 2-10 
Nov. 9 60 60 7-17 6-14 
Nov. 10 60 60 10-18 7-15 
Nov. 11 60 60 11-19 8-16 
Nov. 12 60 60 12-20 9-17 


の 標本 に 対し て オス の チョ ッ が 接近 , 接触 する 回 数 を 数 えた . 産卵 活動 は 温室 内 に 持ち 込ん が 鉢植 
え の ギ ョ ボク (Crataeva religiosa) に 産卵 され た 卵 の 数 を 数 えた . 


いずれ の 活動 も 30 分 間隔 で 集計 する と と も に 。 温室 内 の 環境 条件 と し て 照度 , 気温 , BEE (温度 
計 の アル コー ル 球 部 分 を 黒い ビニ ー ル テー プ で 被っ た も の を 日 向 に 置く ) を 測定 し た . 照度 測定 に は 。, 
共立 電気 の 光電 池 照 度 計 model 5200 を 使用 し た . 


訪 花 活動 の 観察 は 1998 年 11 月 5,9, 10 日 の 3 日 間 , 探索 活動 と 産卵 活動 は 1998 年 11 月 11 日 と 12 日 
の 2 日間 に 行なっ た . 


結 m 

温室 内 の 環境 条件 

訪 花 活動 を 観察 し た 3 日 間 の うち , 11 月 5 日 は 朝 か ら 夕 方 まで 薄曇り の 天候 状態 が 続い た . この 日 の 
最大 照度 は 24.500 lx で あり , 曇 の 日 と し て は 明る い 条 件 だ っ た . BABE ARAT 24C まで 上 昇 し 
た の み で あり , 気温 も 21.5-22.5*C と 安定 し て いた . 11 月 9 日 は 快晴 で 日 差し が 強く , 日 中 の 最高 照 
度 は 46,500 1x, 罰 射 温度 は 29°C, 気温 は 255°C まで 上 昇 し た . 11 月 10 日 も 朝 か ら 夕 方 まで 曇 の 天候 


だ っ た が ., 11 月 5 日 より も 雲 が 厚く , 最高 照度 は 14.000 lk まで し か 上 昇 せ ず , 11 月 $ 日 に 比べ る と 
暗い 条件 だ っ た が , SLR 1 AS 日 と 同等 程度 だ っ た (Figs 1,3, 5). 


Riz, 探索 飛翔 と 産卵 活動 を 観察 し た 2 日 間 の 環境 条件 だ が , 11 月 11 日 は 11 : 0008 X F CBOKR 
が 続い た た め , 午前 中 は 照度 , 四 射 温度 と も それ ほど 上 昇 し な か っ た . 11: 30 頃 か ら 晴 れ 間 が 広がり , 
照度 と 四 射 温度 が 上 昇 し , この 日 の 最高 照度 は 46.000 lx， 最 高 辐射 温度 伍 24.5*C を 記録 し た . 11 月 
12 日 は 快晴 だ っ た た め 照 度 , 気温 、 四 射 温度 と も 朝 か ら 時 間 と と も に 上 昇 し , 10:00 に は ピー ク に だ 達 
し た . TAREE, 高温 状態 は 13 : 00 頃 ま で 続き , その 後 夕方 に か け て 下降 に 転じ た (Figs 7, 9). 


オス の 訪 花 活動 

11 月 $ 日 は 8: 30-13 : 00 の 時 間 帯 に 活発 な 訪 花 活動 が 見 られ た . この 時 間 帯 の オス の 訪 花 回 数 は 30 
分 当たり 20-30 回 で 安定 し て お り , 特に ピー ク と な る 時 間 帯 は 見 られ な か っ た . この 間 の 環境 条件 は 
照度 11,500-24,500 Ix, 気温 21.5-22.$*C, 四 射 温度 22.5-240C と 安定 し た 薄 曇 の 条件 に あっ た . 
13:00 以後 , 訪 花 回 数 は 時 間 の 経過 と と も に 減少 し た . この 間 , 気温 は 22.5°C か ら 21.5?C と それ ほど 
変化 が な か っ た が , 照度 は 13:30 以後 低下 し , RAE b 240C か ら 21.?C ま で 低下 し た . この 日 
は 観察 時 間 帯 内 に 248 回 の 訪 花 を 観察 する こと が で きた (Figs 1, 2). 


11 月 9 日 も 11 月 $ 日 と 同様 に 午前 中 か ら 14:00 まで の 間 に 活 発 な 訪 花 活動 が 見 られ た が , 訪 花 回 数 
は 午前 中 に 偏り , 時 間 の 経過 と と も に 減少 する 傾向 が 見 られ た だ た. 午前 中 の 環境 条件 は 照度 20,000- 
46,5001x, 気温 22-25.3"C， 辐 射 温度 25.5-29.0°C と 高 照度 , 高温 条件 に な っ て いた だ た. 13:30 を 過ぎ る 
と 照度 , 輸 射 温度 が 急速 に 低下 し , 訪 花 活動 も 不 活発 に な っ た . 14:00 以後 の 訪 花 回 数 は 僅か 1 回 し 
か 観察 で き な か っ た . この 日 の 訪 花 回 数 は 111 回 だ っ た (Figs 3, 4). 


11 月 10 日 も これ まで の 2 日間 と 同様 に 午前 中 か ら 14:00 まで の 間 に 訪 花 活動 が 見 られ た が , 活発 な 
訪 花 活動 が 見 られ た の は 主 に 午前 中 で , 午後 の 訪 花 回 数 は それ ほど 多く な か っ た . この 間 の 環境 条件 
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は 気温 と 輸 射 温度 が 11 月 5 日 と 同等 だ っ た も の の , FBI 11:30 に 14.000 lx まで 上 昇 し た の が 最高 
T, 12:00 以後 は 6.000 Ix 以下 に 低下 し た . 14:00 以後 の 訪 花 活動 は 全く 見 られ な か っ た . 1 日 の 訪 花 
回 数 は 3 日 間 で 最も 少な く 56 回 だ っ た (Figs 5, 6). 


メス の 訪 花 活動 


11 月 5H, 薄曇り の 天候 状態 の と き , メス の 訪 花 活動 は オス と 同様 に 観察 開始 の 8 : 30 に は 活発 に 
な っ て お り , 8:30-10:30 の 時 間 帯 に 最も 活発 な 訪 花 活動 が 見 られ た . 10:30 以後 は 一 時 的 に 多く な 
る 時 間 帯 が あっ た も の の , 朝 の 時 間 帯 に 比べ る と 訪 花 回 数 は 減少 し た . この 間 の 環境 条件 は , RE 
11,500-24,5001x, 気温 21.5-22.$3C， 辐 射 温 度 22.5-24.0C と 安定 し た 薄 曇 の 条件 に あっ た . 13:00 以 
後 , 照度 と 皿 射 温度 が 低下 し た が , 訪 花 活動 は 夕方 まで 続い た . この 日 は 181 回 の 訪 花 行動 を 観察 す 
る こと が で きた (Figs 1, 2). 


11 H9 日 の 訪 花 活動 は , 観察 開始 直後 の 時 間 帯 が 最も 活発 だ っ た . この 日 は 快晴 で 午前 中 は 照度 、 気 
im, HRB LALA, 訪 花 回 数 は 時 間 の 経過 と と も に 減少 する 傾向 が 見 られ た . 13:00 を 過ぎ 
る と 照度 , 気温 , 幅 射 温 度 は 下降 に 転じ た が , 訪 花 活動 が 急激 に 減少 する こと は な か っ た . この 日 オ 
ス の 訪 花 活動 は 14 : 00 以後 わずか 1 回 し か 観察 きれ な か っ た が , メス の 訪 花 活動 は 緩やか に 減少 し な 
が ら も 夕方 まで 続い た . この 日 の 訪 花 回 数 は 3 日 間 の 中 で 最も 多く 194 回 の 訪 花 を 観察 する こと が で 
きた (Figs 3, 4). 


11 月 10 日 の 訪 花 活動 も , 観察 開始 直後 の 8 : 30-9 : 00 の 間 に 最 も 活発 な 活動 が 見 られ , 午前 中 は 時 間 
の 経過 と と も に 訪 花 個体 数 が 減少 する 傾向 が 見 られ た . し か し , 午後 に な る と 再び 訪 花 回 数 が 増加 し , 
14 : 00 頃 この 日 2 回 目 の 活動 の ピー ク が 観察 され た . この 日 の 環境 条件 は 気温 と 四 射 温度 が 11 月 SH 
と 同等 だ っ た も の の , 照度 は 11 : 30 に 14.000 lk まで 上 昇 し た の が 最高 で あり , 14 : 00 に は 3,050 Ix ま 
で 低下 し て いた . 14:00 を 過ぎ る と 訪 花 回 数 は 減少 し た が , この 日 も 訪 花 活動 は 夕方 まで 続い た . 8 
花 回 数 は 3 日 間 の 中 で 最も 少な く 143 回 だ っ た (Figs 5, 6). 


探索 活動 

11 月 11 日 の 探索 活動 は 10 : 30 か ら 13 : 00 に か け て 活発 な 活動 が 見 られ た . この 日 の 天候 は 朝 の うち 
曇 だ っ た が 10:00 頃 か ら 雲 が 薄く な り は じ め , 11:00 頃 か ら 晴 れ 間 が 広がっ た . 探索 活動 が 活発 だ っ 
た 時 間 帯 は . 雲 が 薄く な り , 晴れ 間 が 広がっ て 照度 と 四 射 温度 が 上 昇 し て いた 時 間 帯 と 一 致し て いる . 
13:00 以後 探索 活動 は 不 活発 に な り , 14:30 以後 の 探索 活動 は 全く 観察 さん な か っ た . この 日 は 73 回 
の 標本 に 対す る 接近 と 接触 を 観察 する こと が で きた (Figs 7, 8). 


11 月 12 日 の 探索 活動 は 8 : 30 の 観察 開始 直後 は それ ほど 活発 で は な か っ た が , 時 間 の 経過 と と も に 活 
発 と な り , 11 : 00 に ビー ク に 達し た . 活動 の ピー ク は 13 : 00 まで 続き , 13:00 以後 は 活動 が 急激 に 不 
活発 に な っ た . この 日 は 朝 か ら 快 晴 だ っ た た め , 午前 中 は 照度 , 気温 , 甘 射 温度 と も 時 間 の 経過 と と も 
に 上 昇 し , 探索 活動 が ピー ク と な っ た 11 : 00-13 : 00 は 照度 , 気温 , 思 射 温度 と も 高い 条件 と な っ て い 
た . 13:00 を 過ぎ る と 照度 , 気温 , 輸 射 温度 と も 下降 に 転じ た が , これ と 連動 する よう に 探索 活動 も 
不 活発 に な っ た . この 日 は 前 日 より も 遥か に 多い 192 回 の 標本 に 対す る 接近 と 接触 が 観察 され た 
(Figs 9, 10). 


産卵 活動 

11 月 11 日 の 産卵 活動 は , 午前 中 に は ほとん ど 観 窪 き れ な か っ た . そし て 照度 が 最高 に 達し 下降 に 転 
じ は じ め た 12: 00 頃 か ら 活 発 に な り , 14:0 頃 ピ ー ク に 達し た . この 時 の 環境 条件 は 照度 、 四 射 温度 
と も ピー ク を 過ぎ , 下降 に 転じ て いた . 産卵 活動 は 14 : 00 以後 , 次 第 に 不 活発 に な りな が ら 15:30 € 
で 続い た . この 日 観察 され た 産卵 活動 は 114 回 だ っ た (Figs 7, 8). 


11 月 12 日 も 午前 中 は ほとん ど 産 卵 活動 は 観察 きれ ず , 活発 な 産卵 活動 が 観察 され ん る よう に な っ た の 
は 12:00 を 過ぎ て か ら だ っ た . この 日 は 朝 か ら 快 晴 で 照度 , 気温 , 輸 射 温度 は 午前 中 か ら 上 昇 し , 
10: 00-12 : 30 に ピー ク に 達し て いた . 産卵 活動 が 活発 に な っ た の は 11 月 11 ACR, FRE CAG 
度 が 下降 に 転じ は じ め た 12:0 頃 か ら で , 12:30-13:00 に 最も 活発 に な っ た . その 後 産卵 回 数 は 減少 
に 転じ た が 15:00 まで 続い た . この 日 は 109 回 の 産卵 活動 を 観察 する こと が で きた (Figs9,10). 
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Figs 5-6. Environmental factors in the butterfly house (5) and flower visiting activities of 
Hebomoia glaucippe (6) on Nov. 10. 


考 E 


ツマ ベニ チョ ウ の オス の 訪 花 活動 は いずれ の 観察 日 に お いて も , 午前 中 に 偏る 傾向 が 認め られ た . 
特に , IL 月 9 日 と 10 日 の 2 日間 で は 温室 内 の 環境 条件 は 大 きく 異な っ て いた に も か か わら ず , EME 
活動 が 午前 中 に 偏り , 14 : 00 以後 の 活動 が ほとん ど 認 め ら れ な か っ た こと な ど , 多く の 共通 点 が 認め 
られ る . し か し 訪 花 回 数 の 合計 は 11 月 9 日 が 111 回 , 11 月 10 日 は 56 回 で あり 大 き な 差 が ある . こ 
の 2 日 間 に お ける 温室 内 の チョ ウ の 数 量 と 羽化 後 の 日 数 は ほぼ 同じ と 推定 され て いる の で , 訪 花 回 数 
に 大 き な 差 が 現れ た の は 環境 条件 に よる も の と 考え られ る . 11 月 9 日 は 照度 , 気温 , BECO 
い 条 件 と な っ て お り , 11 月 10 日 は 低温 条件 と は いえ な いも の の , €XCHE, BEL bni 
ど 上 昇 し な か っ た . この こと か ら , ツマ ベニ チョ ウ の オス の 訪 花 活動 は 11 月 9 日 の 高 照度 , 高 気 温 , 
高 幅 射 温度 に よっ て 活発 に な っ た の で は な いか と 考え られ る . と ころ で , 1 日 の 訪 花 回 数 と 推定 1 个 
体 当 た り の 訪 花 回 数 が 最も 多かっ た の は 11 月 5 日 で ある . この 日 は 薄曇り で , 環境 条件 と し て は 11 
月 9 日 と 10 日 の 中 間 的 な 条件 だ っ た . この た め , 環境 条件 が 訪 花 活動 に 適し て いた た め と は 考え に 
くい . この 日 の 観察 条件 の 中 で 他 の 2 日 間 と 異な っ て いる の は , チョ ウ の 羽化 後 の 日 数 で ある . この 
日 温室 内 に いた ツマ ベニ チョ ウ の オス は 羽化 後 3 日 -13 日 の 若い 個体 と 推定 され て いる . この こと は 
羽化 後 ま も な い 若 い 個 体 の 方 が 活発 な 吸 蜜 活動 を し て いる こと を 示唆 し て いる . 


Figs 1-2. Environmental factors in the butterfly house (1) and flower visiting activities of 
Hebomoia glaucippe (2) on Nov. 5. 

Figs3-4. Environmental factors in the butterfly house (3) and flower visiting activities of 
Hebomoia glaucippe (4) on Nov. 9. 
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一 方 , メス の 場合 も , オス と 同様 午前 中 に 活発 な 訪 花 活動 が 見 られ た . し か し , オス の 訪 花 活動 が 不 
活発 と な る 14:00 以後 も 活動 は 続き , 訪 花 活動 は 夕方 まで 見 られ た . 異な っ た 環境 条件 で の 比較 と し 
€, 11 月 9 日 と 10 日 の 訪 花 活動 を 比べ る と , 快晴 だ っ た 11 月 9 日 は 午前 中 に 活発 な 活動 が あり 午後 
は 緩やか に 減少 する 傾向 を 示し た が , BKC? 11 月 10 日 は 午後 に も 活動 の ピー ク が 現れ る と いう 
双 峰 型 の 活動 パイ ターン を 示し た . また , この 2 日 間 の 訪 花 回 数 を 比較 する と , 11 月 9 日 は 194 回 , 10 
日 は 143 回 で ある . 2 日 間 の 比率 は 1.36 と な り , オス (2 日 間 の 比率 , 198) に 比べ て 2 日 間 の 間 の 変 
動 が 小さ い . この こと か ら メ ス の 訪 花 活動 は オス に 比べ て 環境 条件 の 影響 を 受け 難い の で は な いか と 
考え られ る . 


チョ ツウ の 訪 花 活動 や 飛翔 活動 と 環境 条件 の 関係 に つい て は これ まで に も いく つか の 報告 が ある . モン 
キチ ョ ツウ (Tsubuki and Takizawa, 1996) の 活動 性 は , 高原 で は 照度 , 気温 , BNR O TERZ Idt 
温 が 飛翔 に 適し た 範囲 より も 低く な る た め に 飛翔 個体 数 が 減少 する が , 低地 で は 皿 射 温度 に より 体温 
が 飛翔 に 適し た 範囲 を 超え る た め に , 双 峰 型 の 活動 パタ ー ン を 示す こと が 報告 きれ て いる . Ek, d 
室内 で オオ ゴマ ダラ と スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 と 環境 条件 に つい て 調べ た 報告 (瀬田 らち, 1999) 
に よる と , オオ ゴマ ダラ の 活動 は 照度 , 気温 , 幅 射 温度 の 高い 条件 で は 双 峰 型 に な る が , スジ グロ カ 
バ マ ダラ は 同じ 環境 条件 で も 双 峰 型 に な ら ず , 活動 は 午前 中 に 活発 に な る . さら に 照度 , 気温 , HN 
温度 の 低い 条件 で は スジ グロ カバ マダ ラ の 活動 は 大 きく 抑制 さき れる. この 違い は , オオ ゴマ ダラ が 高 
DERE, 気温 , 皿 射 温度 の 条件 下 で は 活動 抑制 を 受け や すい の に 対し て , スジ グロ カバ マダ ラ は 低い 
Har, 気温 , 皿 射 温度 の 条件 下 で 活動 が 抑制 され ん や すい た め と 考え られ て いる . 今回 の 観察 で も ツマ 
べ ベニ チョ ツウ の 訪 花 活動 は 環境 条件 の 影響 を 受け て お り , 3 日間 の ツマ ベニ チョ ウツ ウ 雌雄 の 訪 花 活動 に は 
ゅ いく つか の 違い が 認め られ た . し か し , 訪 花 活動 が 午前 中 に 偏っ て いる こと は 3 日 間 に 共 通し て お り , 
ツマ ベニ チョ ツウ の 訪 花 活動 に は 体内 時 計 に よる 内 的 リズ ム も 大 きく 関わ っ て いる の で は な いか と 考え 
られ る . 


次 に ツマ ベニ チョ ウ の 探索 活動 は , 2 日 間 と も 10:30-13:00 の 間 に 最 も 活発 な 活動 が 見 られ た . この 
2 日 間 の 探索 活動 を 比較 する と , 11 月 12 日 は 観察 開始 時 に は わずか し か 見 られ な か っ た が , 午前 中 
は 時 間 の 経過 と と も に 活動 が 活発 に な り , 合計 で 192 回 の 標本 に 対す る 接近 と 接触 が 観察 きれ た . c 
れ に 対し て 11 日 は 午前 中 特に 10:30 以前 の 活動 は 不 活発 で あり , 10:30 以後 急激 に 活動 が 活発 化し 
た が , 標本 に 対す る 接近 と 接触 の 回 数 は 12 日 に 比べ る と 少な く , 73 回 の 接近 と 接触 が 観察 で きた に 
過ぎ な か っ た . 2 日 間 の 環境 条件 を 比べ て みる と , 12 日 は 朝 か ら 快 晴 で 照度 , 気温 , BBE. bH 
察 開 始 時 か ら 上 昇 傾向 に あり , 10:30 頃 に は ピー ク に 達し た . これ に 対し て 11 日 は 10:00 過 ぎ ま で 
ZORRES OORE, 幅 射 温度 と も それ ほど 上 昇 せ ず , 10: 30 過ぎ に 晴れ 聞 が 広がっ た 後 。 照 
ELERESE LE.. こと の 日 の 最大 照度 は 12 日 と ほぼ 同等 まで 上 昇 し た が , BARANEE ik 12 
日 に 比べ る と や や 低かっ た . 2 日 間 の 探索 活動 の 活発 性 に 違い が 現れ た の は 環境 条件 に よる も の と 考 
えら れる . 午後 の 活動 に つい て は 11 日 , 12 日 と も 13 : 00 以後 不 活発 に な る と いう 共通 し た 傾向 が 認 
め ら れ た . 環境 条件 に つい て も 午後 に つい て は それ ほど 大 き な 違 い は な く , 13:00 以後 , ECB 
温度 は 下降 に 転じ て いた . 以上 の こと か ら , ツマ ベニ チョ ツウ の 探索 活動 は 天候 が よけれ ば 8: 30 頃 か 
ら 次 第 に 活発 化し , 10:30-13:00 に 活動 の ピー ク を 持ち , 13:00 以後 は 急激 に 活動 が 低下 する と いう 
活動 パタ ー ン を 持つ の で は な いか と 考え られ る . 


最後 に 産卵 活動 に つい て で ある が , 観察 を 行なっ た 2 日 間 の 環境 条件 に つい て 比較 する と , 11 月 12 
日 は 快晴 で 午前 中 か ら 照 度 , 甘 射 温度 と も 時 間 と と も に 上 昇 し 10 時 に は ピー ク に 達し た . これ に 対 
し て , 11 月 11 日 の 天候 は 曇 の ち 晴 で , 午前 中 は 照度 , 幅 射 温 度 と も 低い 条件 が 続い た が 12 時 頃 に 
な っ て 急激 に 上 昇 し た た め 午 前 中 の 環境 条件 に 違い が あっ た . し か し 2 日 間 と も 午前 中 の 産卵 活動 は 
不 活発 で あり , 活動 性 は 午後 に ピー ク の ある 単 峰 型 の 活動 パタ ー ン を 示し た . 2 日 間 の 産卵 数 に つい 
て も 11 月 11 日 が 114 個 , 11 月 12 日 が 109 個 と それ ほど 大 き な 差 は な か っ た . オス の 探索 活動 が 環 
境 条 件 に よる 影響 を 受け て 2 日 間 の 活動 性 に 違い が 現れ た こと に 比べ る と , 産卵 活動 は 環境 条件 の 影 


Figs 7-8. Environmental factors in the butterfly house (7) and chasing activities and oviposition 
activities Hebomoia glaucippe (8) on Nov. 11. 

Figs9-10. Environmental factors in the butterfly house (9) and chasing activities and oviposi- 
tion activities Hebomoia glaucippe (10) on Nov. 12. 
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響 を 受け 難く , 体内 時 計 な どの 内 的 リズ ム に 支配 され る 割合 が 大 きい の で は な いか と 考え られ る . 


と これら の 結果 を まとめ る と , ツマ ベニ チョ ウ の オス の 日 周 活動 は 朝 か ら 10 時 頃 ま で に 活発 な 訪 花 活 
動 を 行なっ た 後 , 探 吾 活動 を 開始 し メス を 探し て 活発 に 飛翔 する . この 活動 は 13 時 頃 ま で 続く が , 
その 後 活動 は 不 活発 に な る . メス も オス と 同様 10 時 頃 ま で 活発 な 訪 花 活動 を 行なう が 10 時 を 過ぎ る 
と 訪 花 活動 は 減少 する . 産卵 活動 は 12 時 を 過ぎ て か ら 活 発 に な り , 活動 の ピー ク は 午後 に ある . H 
花 活動 と 産卵 活動 の 間 に 2 時 間 程 度 の 時 間 帯 の ずれ が ある が , この 時 間 帯 は オス が 探索 活動 を 活発 に 
行なっ て いる 有 時間 にあたり , メス は 探索 活動 を し て いる オス に 追い か けら れる た め に 落ち 着い て 吸 蜜 
や 産卵 が で き な い の で は な いか と 思わ れる . メス に ビ 特 徴 的 な 活動 と し て 夕方 まで 続く 訪 花 活動 が ある . 
ォ ス の 訪 花 活動 が 13 時 以後 急速 に 減少 する の と は 対照 的 に , メス の 訪 花 活動 は 夕方 まで 続く . この 
た め , メス の 活動 時 間 帯 は オス に 比べ て 長く な っ て いる . 


チョ ウ の 一 日 の 活動 を 訪 花 , 配偶 活動 , 産卵 まで 含め て 総合 的 に 研究 し た 例 は 意外 と 少な い . 高知 県 
で モン キア ゲハ と クロ アゲ ハ の 日 周 活動 を 調査 し た 報告 (Suzuki et al, 1985) に よる と 吸 蜜 活動 に つ 
いて は , モン キア ゲハ , クロ アゲ ハ と も オス は 午前 中 と 午後 に 活動 の ピー ク を 持つ 双 峰 型 の 活動 パ 
ター ン を 示し , メス は 午後 に 活動 が 集中 し て いる . この た め , この 2 種 の チョ ウ と ツマ ベニ チョ ウ の 
日 周 活動 は か な り 異 な っ て いる も の と 考え られ る . し か し , 探索 活動 と 産卵 活動 に つい て 見 て みる と, 
オス の 探索 飛翔 や 追尾 行動 は 14 時 か ら 16 時 に 活動 の ピー ク を 持ち , メス の 産卵 活動 は 夕方 の 16 時 
ご ろ に 集中 し て いる . 今回 の ツマ ベニ チョ ウ と は 活動 時 間 帯 に 違い が ある が , オス の 探索 活動 が 活発 
な 時 間 帯 を 過ぎ て か ら メ ス の 産卵 活動 が 活発 化す る と いう 傾向 が 一 致し て いる こと は 興味 深い . 今後 , 
各種 の チョ ウ に つい て 飛翔 活動 や 訪 花 活動 だ け で な く , 配偶 活動 や 産卵 活動 まで 含め た 総合 的 な 日 周 
活動 の 研究 を 進め る こと が で きれ ば , 各種 の チョ ウ に 共通 する 基本 的 な 活動 パタ ー ン と いう も の を 明 
ら か に する こと こと が で きる の で は な いか と 思わ れる . 


謝 ONE 


チョ ツウ の 日 周 活動 の 研究 を 行なう に あたり , チョ ウ の 行動 観察 の 捉え 方 に つい て 指導 し て いた だ いた 
十文字 中 学 ・ 高 等 学校 の 津 吹 卓 博 士 , 有益 な 助言 を いた だ いた 農林 水産 省 徐 糸 尾 虫 研究 所 の 井上 
Mk, チョ ウ の 飼育 と 食 草 の 栽培 に 協力 し て いた だ いた 足立 区 生物 園 の 方 々 に 厚く お礼 申し 上 げ る . 


引用 文献 


BRK, 1954. モン シロ チョ ツウ の 日 周 活動 と 気象 条件 . 新 昆虫 7(④⑰: 33-39. 

瀬田 和 明 ・ 落 合 米子 ・ 寺 口 芳 一 , 1999. マダ ラチ ョ ウ の 訪 花 活動 に つい て Q) 温室 内 に お ける オオ ゴマ 
ダラ , スジ グロ カバ マダ ラ の 日 周 活動 と 環境 条件 . HR EIR 50: 235-242. 

柴田 愛 ・ 石 井 実 ・ 渡 邊 和彦 , 1997. 閉鎖 環境 に お ける モン シロ チョ ツ 雌 雄 の 日 周 活動 . ARBRE 
会 44 回 大 会 講演 要旨 集 : 18. 

Suzuki, N., Niizuma, A., Yamashita, K., Watanabe, M., Nozato, K., Ishida, A., Kiritani, K. and S. Miyai, 
1985. Studies on ecology and behavior of Japanese black swallowtail butterflies. 2. Daily activity 
patterns and thermoregulation in summer generations of Papilio helenus nicconicolens Butler and P. 
protenor demetrius Cramer (Lepidoptera: Papilionidae). Jap. J. Ecol. 35: 21-30. 

津 吹 卓 ・ 江 田 信 豊 ・ 中 島 喜 弘 ・ 浜 口 常雄 ・ 池 尻 周 二 ・ 宮 田 典 久 ・ 小 山 長雄 , 1975. SRAT » 
ドレ ア (Buddleja davidii Franch) 訪 花 活動 性 . 1. ミド リヒ ョ ウ モ ン と キタ テハ . New Ent, Ueda 
24 (2): 47-53. 

津 吹 卓 ・ 江 田 信 豊 ・ 中 島 喜 弘 ・ 浜 口 常雄 ・ 池 尻 周 二 ・ 小 山 長雄 , 1977z. RRO Ty FUT 
(Buddleja davidii Franch) 訪 花 活動 性 , 2. アカ タテ ハ と ヒメ アカ タテ ハ . New Ent, Ueda 26 
(1/2): 25-31. 

, 1977 ヵ . 数 種 鱗 次 類 の ブッ ドレ ア (Buddleja davidii Franch) 訪 花 活動 性 , 3. ホウ ジャ ク ガ 
XH. New Ent, Ueda 26 (3): 20-26. 

Tsubuki, T. and T. Takizawa, 1996. Flight activities of Colias erate (Lepidoptera, Pieridae) in high and 
low altitudes. Trans. lepid. Soc. Japan 47: 17-28. 

矢田 fg, 1977. ツマ ベニ チョ ウ の 季節 型 と 光 周 反応 . 蝶 と 28: 30. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ツマ ベニ チョ ツウ の 日 周 活動 289 


Summary 


Daily activity patterns of Hebomoia glaucippe were observed in the butterfly house at Biopark of 
Adachi, Tokyo. Ixora coccinea flowers were the main food resource of H. glaucippe in the butterfly 
house. The flower visiting individuals and environmental factors were measured every 30 minutes. 
The investigation of flower visiting activities was made on November 5, 9 and 10 in 1998. The 
weather was cloudy on Nov. 5, fine on Nov. 9, and dull weather on Nov. 10. The frequency of 
visiting flowers of 7 coccinea in male butterflies tended to concentrate in the morning. After 13: 
00, the frequency of visiting flowers decreased toward evening. These features are common in all 
3days. It is suggested that the activities were controlled by a biological clock. The total numbers 
of visits of butterflies per day were 248 on Nov. 5, 111 on Nov. 9, and 56 on Nov. 10. It is suggested 
that the flower visiting activities were affected by environmental factors, and that young adult 
butterflies visit flowers more often than old adult butterflies. Likewise, the frequency of visiting 
flowers of females tended to concentrate before 10:30 in all days. But, the activities continued to 
the evening. A small peak was found in the afternoon on Nov. 5 and Nov. 10, but not clearly on 
Nov. 9. The small afternoon peak was more clearly visible on the cloudy day than the fine day. 
The total numbers of visits of butterflies per day were 181 on Nov. 5, 194 on Nov. 9 and 143 on Nov. 
10. Environmental factor effects were weaker for female butterflies than male butterflies. 


Chasing behavior, which was observed only in males, seemed to be related to mating. Maturity 
female butterflies lay their eggs on Crataeva religiosa in the butterfly house. Chasing activity 
patterns and oviposition activity patterns were observed on Nov. 11 and Nov. 12, 1998. The weather 
was cloudy to fine on Nov. 11 and fine on Nov. 12. Chasing activities were concentrated from 10: 
30 to 13:00 on both days. The total numbers of chasing butterflies per day were 73 on Nov. 11 
and 192 on Nov. 12. Chasing activities were controlled by a biological clock, but affected by 
environmental factors. Oviposition activities were concentrated from 12 : 00 to 15: 00 and they were 
less frequent in the morning. The environmental factors were different, but oviposition activities 
were similar between 2 days. The total numbers of eggs laid per day were 143 on Nov. 11 and 114 
on Nov. 12. It is suggested that oviposition activities were controlled by a biological clock, and 
environmental factor effects were less than for chasing activities. These two activities showed a 
unimodal peak, but the peak of chasing activities was earlier than oviposition activities. 


(Accepted April 28, 1999) 


Published by the Lepidopterological Society of Japan, 
5-20, Motoyokoyama 2, Hachioji, Tokyo, 192-0063 Japan 





NII-Electronic Library Service 


